






研究目的 

出生時の体の大きさが後の体の発達,ことに幼児期の身心の発達にどのような影響を及ぼ

しているのであろうか｡最近はよく「小さく生んで大きく育てる」などと云われるが,果し

ていつ頃に,どの程度に大きくなるのであろうか。乳児期にさまざまな体重をもち,不安を

感じている母親に対し,適切な保健指導を実施するためにも,出生時の体の大きさとそれ以

後の発育の変化を知ることは重要である。 


